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今
年
の
江
差
町
は
、
町
の
古
老
に
聞
い
て
も
「
こ

ん
な
冬
は
経
験
し
た
事
が
無
い
」
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
、
雪
の
少
な
い
穏
や
か
な
冬
を
迎
え
ま
し
た
。
北

国
の
風
物
詩
と
も
言
え
る
雪
か
き
を
す
る
事
が
殆
ど

な
い
た
め
、
そ
の
面
で
は
楽
な
冬
を
過
ご
し
て
い
ま

す
が
、
反
面
こ
の
気
候
が
今
後
作
物
な
ど
に
悪
い
影

響
を
与
え
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
江
差
追
分
全
国
大
会
も
今
年
で
四
十
五
回

を
迎
え
ま
す
。
特
に
今
年
は
五
年
に
一
度
の
節
目
の

大
会
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
何
に
す
る
の
か

と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
の
検
討
委
員
会

で
も
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
追
分
会
を
取
り
巻
く

状
況
も
決
し
て
順
風
満
帆
な
も
の
で
は
有
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
状
況
を
考
え
た
場
合
、
よ
り
こ
の
大
会
を

次
世
代
に
繋
げ
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
た
い
と
の

思
い
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

　

江
差
町
で
も
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
授
業
や

課
外
活
動
に
取
り
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
地
方
で
も
同
様
な
話
を
聞
く
と
、
少
し
ず

つ
で
は
有
り
ま
す
が
、
若
い
人
達
へ
の
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
あ
り
、
追
分
会
と
し
て
も
大
き
な
課
題
で
あ

る
た
め
今
後
一
層
強
化
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
そ
の
た
め
に
も
全
国
の
皆
様
の
お
力
を
借

り
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
文
化
は
守

る
と
同
時
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

思
い
を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

所
感

江
差
追
分
会
会
長　

濱
谷
一
治

学校の追分教室



た
大
会
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
と
と
も
に
熟
年
の
部
で
は
、「
亡
き

夫
と
共
に
習
っ
た
追
分
」
を
、
情
感
豊
か

に
唄
い
あ
げ
た
地
元
の
中
村
ツ
マ
さ
ん
（
声

友
会
）
が
、
ま
た
、
少
年
の
部
で
は
、
伸
び

や
か
な
美
声
に
加
え
、
節
が
よ
く
ま
と
ま
っ

て
い
た
瀧
澤
朱
夏
さ
ん
（
小
六
、
苫
小
牧
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

　

大
会
三
日
目
の
決
選
会
後
、
順
位
の
発

表
に
先
立
っ
て
例
年
の
と
お
り
藤
田
信
審

査
室
長
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送
局
放
送
部
長
）

か
ら
審
査
員
を
代
表
し
て
大
会
全
体
に
つ

い
て
の
講
評
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
要
旨

は
、
ま
ず
少
年
の
部
に
つ
い
て
は
「
力
強

い
唄
い
手
が
多
く
、
追
分
界
の
将
来
が
楽

し
み
で
あ
る
」、
と
い
う
の
が
審
査
員
の
一

致
し
た
意
見
、
と
い
う
こ
と
で
、
久
し
ぶ

り
に
追
分
界
の
将
来
に
つ
い
て
曙
光
が
見

え
た
思
い
の
す
る
一
言
で
あ
っ
た
。

　

次
い
で
一
般
の
部
で
は
、
ま
ず
唄
い
手

の
実
力
が
紙
一
重
で
審
査
が
困
難
で
あ
っ

た
こ
と
が
率
直
に
述
べ
ら
れ
、
し
か
し
、

そ
れ
で
も
順
位
を
つ
け
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
お
お
む
ね
次
の

よ
う
な
趣
旨
の
審
査
員
が
理
想
と
す
る
追

分
像
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
審
査
員
の
印
象
と
し
て
は
、

今
年
の
出
演
者
は
全
体
的
に
個
性
的
な
声

を
持
っ
た
唄
い
手
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

第
四
十
四
回
江
差
追
分
全
国
大
会

　
　
　

個
性
的
な
声
の
唄
い
手
が
目
立
つ

　

一
般 

寺
島
絵
美
さ
ん
が
姉
に
つ
ぐ
優
勝

熟
年 

中
村
ツ
マ
さ
ん　

少
年 

瀧
澤
朱
夏
さ
ん

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

昨
年
の
九
月
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
例

年
ど
お
り
江
差
町
文
化
会
館
を
舞
台
に
第

四
十
四
回
江
差
追
分
全
国
大
会
と
、
第
十

回
江
差
追
分
熟
年
大
会
、
同
少
年
大
会
が

華
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
の
席
上
、
表
彰
を
受
け
た
功
労
者

や
唄
い
手
の
方
々
の
名
は
別
表
の
と
お
り

で
、
日
ご
ろ
か
ら
絶
え
間
な
い
努
力
と
修

練
を
重
ね
て
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
い
た
こ
れ

ら
の
人
々
の
追
分
節
に
対
す
る
並
々
な
ら

ぬ
情
熱
に
対
し
、
改
め
て
心
か
ら
の
拍
手

を
送
り
た
い
。

　

中
で
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、
一
般
の

部
優
勝
者
の
寺
島
絵
美
さ
ん
（
二
十
一
歳
、

水
堀
愛
好
会
）
で
、
長
年
師
事
し
て
き
た

藤
島
重
悦
師
匠
が
先
ご
ろ
死
去
す
る
な
ど

の
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
四
十
一
回
大
会
に
優
勝
し
た
姉
の
絵
里

佳
さ
ん
に
続
い
て
の
優
勝
、
し
か
も
姉
妹

と
も
に
少
年
・
一
般
の
両
大
会
を
制
覇
し
た

と
い
う
こ
と
で
、
日
ご
ろ
か
ら
地
元
の
熱

い
期
待
を
担
っ
て
唄
う
乙
部
の
寺
島
三
姉

妹
の
活
躍
ぶ
り
が
ひ
と
し
お
話
題
に
な
っ

そ
の
声
が
十
分
に
追
分
情
緒
の
表
現
に
活

か
さ
れ
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
で
、「
江
差
追
分
の
深
い
情
緒
や
味
わ

い
を
、
も
っ
と
よ
く
つ
か
み
と
っ
て
、
唄

の
中
に
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
、

声
だ
け
で
流
れ
を
作
ら
な
い
で
、
ノ
シ
、
せ

つ
ど
な
ど
の
基
本
と
な
る
節
を
十
分
に
唄

い
こ
な
し
た
上
、
最
も
聴
き
や
す
い
テ
ン

ポ
で
唄
と
伴
奏
（
尺
八
・
三
味
線
）
と
ソ
イ

掛
け
が
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
な
唄
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

諸
般
の
事
情
か
ら
日
ご
ろ
一
緒
に
練
習

し
て
い
な
い
唄
い
手
と
伴
奏
者
が
、
に
わ

か
に
音
合
わ
せ
を
し
て
出
場
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
面
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
唄
の

情
緒
や
味
わ
い
を
大
切
に
、
基
本
の
節
は

確
実
に
身
に
つ
け
る
、
声
に
任
せ
て
長
々

と
唄
っ
て
唄
が
ダ
レ
た
り
し
な
い
よ
う
、

唄
と
伴
奏
と
ソ
イ
掛
け
の
間
の
乱
れ
は
極

力
こ
れ
を
避
け
る
べ
し
」
と
い
う
、
こ
の

た
び
の
講
評
の
中
心
的
内
容
は
、
こ
れ
か

ら
頂
点
を
目
指
す
唄
い
手
や
伴
奏
な
ど
の

関
係
者
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
修
練
を
重
ね
、

実
践
に
励
む
べ
き
目
標
と
し
て
、
日
ご
ろ

か
ら
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
取
材
・
館　

和
夫
）



七　

位　

前
川　

悦
子
（
厚
沢
部
支
部
）

八　

位　

間
島　

正
晴
（
札
幌
白
石
支
部
）

九　

位　

瀧
本　

豊
壽
（
深
川
支
部
）

十　

位　

日
和　

義
貴
（
札
幌
南
支
部
）

準
優
勝　

榎
本
弥
惣
七
（
網
走
声
友
会
支
部
）

三　

位　

菅
原　

圭
一
（
札
幌
東
白
石
支
部
）

四　

位　

細
木　

利
良
（
大
平
原
支
部
）

五　

位　

舟
山　

マ
リ
（
札
幌
西
支
部
）

六　

位　

本
田　

勝
三
（
函
館
澄
声
会
支
部
）

七　

位　

田
中　

吉
男
（
札
幌
支
部
）

八　

位　

田
中　

光
男
（
大
阪
な
に
わ
支
部
）

九　

位　

岡
田　

辰
雄
（
宝
優
会
支
部
）

十　

位　

石
黒　

長
雄
（
留
萌
支
部
）

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　

高
井　
　

勲
（
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
）

江
差
追
分
会
表
彰

　
功
労
表
彰　

成
田　

正
雄
（
岩
見
沢
市
）

　
　
　
　
　
　

豊
田　

礼
子
（
帯
広
市
）

　
感
謝
状　

森　
　

弘
文
（
函
館
市
）

　
　
　
　
　
　

北
川　
　

昭
（
函
館
市
）

　
奨
励
賞　

函
館
西
支
部
（
函
館
市
）

　
　
　
　
　
　
苫
小
牧
観
昇
会
支
部
（
苫
小
牧
市
）

第
四
十
四
回

　
　
　

江
差
追
分
全
国
大
会
入
賞
者

準
優
勝　

福
士　

優
子
（
千
歳
支
部
）

三　

位　

安
澤　
　

望
（
和
春
会
支
部
）

四　

位　

井
上
さ
つ
き
（
江
友
会
支
部
）

五　

位　

間
島　

秀
格
（
長
沼
支
部
）

六　

位　

川
俣　

明
彦
（
菊
水
会
支
部
）

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

準
優
勝　

福
田　
　

光
（
厚
沢
部
美
和
支
部
）

三　

位　

長
谷
川
有
沙
（
水
堀
愛
好
会
支
部
）

四　

位　

植
田　

玲
奈
（
大
和
菊
華
会
支
部
）

五　

位　

三
谷　
　

葵
（
札
幌
南
支
部
）

六　

位　

榎
林　

佳
世
（
札
幌
南
支
部
）

七　

位　

川
畑　

菜
波
（
和
春
会
支
部
）

八　

位　

黒
森
ひ
か
る
（
札
幌
南
支
部
）

九　

位　

佐
　々

香
奈
（
旭
川
北
支
部
）

十　

位　

小
笠
原
果
実
（
水
堀
愛
好
会
支
部
）

審
査
員
奨
励
賞

　
　
　
　

近
藤　

早
梨
（
愛
知
三
河
支
部
）

　
　
　
　

宮
本
真
理
奈
（
早
来
町
清
志
会
支
部
）

　
　
　
　

大
木　

風
香
（
札
幌
白
石
支
部
）

　
　
　
　

須
藤　
　

栞
（
千
歳
支
部
）

　
　
　
　

高
橋　

紗
里
（
千
歳
支
部
）

熟年優勝　中村ツマさん

少年優勝　瀧澤朱夏さん

第
十
回

江
差
追
分
熟
年
全
国
大
会
入
賞
者

第
十
回

江
差
追
分
少
年
全
国
大
会
入
賞
者

別
　
表
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江
差
と
い
う
土
地
は
「
聖
地
」
で
は
な

か
ろ
う
か
。
聖
地
ゆ
え
に
名
歌
『
江
差
追

分
』
が
発
祥
し
成
長
し
た
。

　

聖
地
と
い
う
の
は
、
た
ん
な
る
形
容
詞

で
は
な
い
。
土
地
の
在
り
様
そ
の
も
の
を

指
す
具
体
的
な
名
称
で
あ
る
。

　

聖
地
と
い
え
ば
、
四
国
の
遍
路
地
八
十

八
箇
所
、
紀
州
熊
野
の
古
道
。
九
州
・
周

防
灘
に
面
し
た
宇
佐
八
幡
、
玄
海
灘
の
宗

像
大
社
の
沖
の
島
、
出
雲
大
社
、
伊
勢
神

宮
、
京
都
の
伏
見
稲
荷
。
富
士
山
、
伯
耆

大
山
、
津
軽
の
岩
木
山
。
さ
ま
ざ
ま
な
聖

地
と
、
そ
の
由
来
を
思
い
浮
か
べ
る
。

　

聖
地
に
は
、
そ
の
土
地
に
特
有
な
不
可

思
議
な
力
が
働
い
て
い
る
。

　

蝦
夷
地
の
江
差
は
、
上
ノ
国
の
夷
王
山

（
医
王
山
）
、
篠
山
（
稲
荷
）
、
乙
部
の

九
郎
岳
、
太
田
山
（
太
田
権
現
）
の
聖
な

る
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

　

江
差
の
鴎
（
か
も
め
）
島
は
「
カ
ム
イ

島
」
だ
っ
た
。
島
を
焦
点
に
し
て
、
江
差

港
（
湾
）
は
緩
や
か
な
「
巴
」
形
、
「
勾

玉
」
形
を
描
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

神
奈
川
県
藤
沢
市
の
片
瀬
海
岸
の
江
ノ

島
（
弁
財
天
）
の
地
形
に
も
似
通
う
。

　

世
界
史
上
の
一
大
聖
地
は
、
パ
レ
ス
チ

ナ
の
エ
ル
サ
レ
ム
だ
ろ
う
。
ユ
ダ
ヤ
教
、

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
三
つ
の
世

界
宗
教
が
聖
地
と
し
て
仰
ぐ
。
極
く
古
く

は
、
バ
ハ
イ
教
、
ド
ゥ
ル
ズ
教
な
ど
百
以

上
の
宗
教
の
聖
地
だ
っ
た
と
い
う
（
植
島

啓
司
『
聖
地
の
想
像
力
』
集
英
社
新
書
）

　

今
か
ら
二
十
数
年
前
、
転
勤
し
て
初
め

て
江
差
に
住
み
は
じ
め
た
こ
ろ
、
あ
る
夏

の
午
後
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
笛
と
太

鼓
の
音
が
風
に
乗
っ
て
町
中
に
漂
っ
て
い

る
の
に
気
付
い
た
。

「
ヒ
ュ
ー
ル
、
ヒ
ュ
ラ
ラ
」
「
ド
ー
ン
・

ド
ー
ン
、
テ
ン
・
テ
ン
」

　

音
を
頼
り
に
尋
ね
て
行
っ
て
み
る
と
、

茂
尻
町
の
銭
湯
「
茂
尻
湯
」
わ
き
の
空
き

地
と
か
、
姥
神
町
の
国
道
ぞ
い
の
萩
原
鉄

工
場
の
前
庭
と
か
、
本
町
の
法
華
寺
の
鐘

楼
の
釣
り
鐘
の
下
と
か
に
、
小
学
生
、
中

学
生
、
高
校
生
の
男
の
子
、
女
の
子
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

茣
蓙
を
敷
い
て
、
木
枠
の
台
を
置
き
、

大
太
鼓
、
小
太
鼓
を
据
え
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
手
に
二
本
の
丸
棒
の
太
鼓
の
撥
を
握

り
、
ま
た
横
笛
を
構
え
て
い
る
。

　

だ
れ
が
指
導
す
る
と
も
な
く
、
習
う
で

も
な
く
、
な
に
気
な
く
順
番
に
太
鼓
を
打

っ
て
、
練
習
を
続
け
て
い
る
。

　

太
鼓
の
前
に
膝
を
折
っ
て
正
座
し
、
右

聖
地
・
江
差
に
少
年
の
留
学
…
…
…
…
… 

岩
淵
啓
介

腕
を
す
く
っ
と
上
に
伸
ば
し
、
小
太
鼓
を

「
ト
ー
ン
」
と
打
つ
。
次
に
左
腕
を
差
し

上
げ
、
「
ト
ー
ン
」
と
打
つ
。
三
番
目
に

両
腕
を
揃
え
て
差
し
上
げ
、
横
に
振
り
下

げ
、
わ
き
の
大
太
鼓
を
「
ド
ー
ン
・
ド
ー

ン
」
と
二
回
打
つ
。
ゆ
っ
く
り
し
た
呼
吸

で
打
ち
つ
づ
け
る
。

　

そ
の
傍
で
、
「
ツ
ー
ル
ツ
ー
ル
、
ツ
ー

ル
・
ル
シ
ャ
」
。
笛
の
練
習
を
行
う
。

　

姥
神
大
神
宮
の
祭
典
の
一
月
前
の
こ
と

だ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
笛
と
太
鼓
の
祭
り

囃
子
が
、
子
供
か
ら
子
供
へ
、
世
代
か
ら

世
代
へ
と
伝
承
さ
れ
て
行
く
。

　

男
の
子
に
も
女
の
子
に
も
太
鼓
打
ち
と

笛
吹
き
の
技
量
が
身
に
つ
い
て
し
ま
う
。

将
来
、
ど
こ
で
暮
ら
そ
う
が
子
供
の
と
き

に
覚
え
た
音
曲
が
、
故
郷
そ
の
も
の
と
し

て
一
生
つ
い
て
回
る
。
幸
せ
な
伝
承
だ
。

　

こ
れ
こ
そ
江
差
が
「
音
曲
の
郷
」
で
あ

り
、
江
差
追
分
の
「
聖
地
」
で
あ
る
こ
と

の
証
明
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

松
村
隆
著
『
た
ば
風
に
唄
う　

江
差
追

分　

青
坂
満
』
（
北
海
道
新
聞
、
２
０
０

６
年
４
月
刊
）
を
読
ん
で
み
よ
う
。

「
か
も
め
島
の
秋
の
弁
天
祭
り
に
は
漁
師

た
ち
が
集
ま
る
。
祝
い
酒
に
酔
い
、
興
じ

て
唄
い
だ
す
。
小
学
校
に
も
行
っ
て
い
な

い
子
ど
も
が
一
人
、
大
人
た
ち
の
そ
ば
に

寄
っ
て
き
て
、
熱
心
に
追
分
を
聴
い
て
い

る
。
漁
師
た
ち
は
、
こ
の
童
（
わ
ら
し
）

追
分
わ
か
る
ん
だ
が
や
、
と
驚
く
」

　

こ
の
子
供
が
、
ご
存
じ
青
坂
満
さ
ん
。

　

全
国
各
地
の
江
差
追
分
支
部
に
は
、
江

差
追
分
を
習
っ
て
い
る
子
供
た
ち
が
、
そ

れ
な
り
に
居
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
子
た
ち

が
未
来
の
江
差
追
分
の
大
切
な
担
い
手
の

基
盤
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
子
供
た
ち
に
、
江
差
追
分
の
「
聖

地
・
江
差
」
を
体
験
さ
せ
た
い
。
こ
の
土

地
で
名
人
の
師
匠
た
ち
に
直
接
会
い
、
唄

の
手
解
き
を
受
け
る
。
な
に
よ
り
も
、
江

差
と
い
う
土
地
の
持
つ
、
唄
の
霊
気
の
よ

う
な
も
の
を
感
受
し
て
欲
し
い
。

　

い
わ
ば
国
内
留
学
と
い
う
か
海
浜
学
校

と
い
う
か
、
江
差
追
分
の
聖
地
へ
の
巡
礼

な
ら
ぬ
留
学
、
体
験
学
習
な
の
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
体
験
は
一

生
の
宝
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

必
ず
し
も
、
江
差
追
分
少
年
全
国
大
会

で
の
優
勝
を
目
指
す
よ
う
な
、
エ
リ
ー
ト

育
成
の
意
図
は
持
た
な
い
。
た
だ
遊
び
を

兼
ね
た
体
験
、
体
感
な
の
で
あ
る
。

　

子
供
の
人
数
、
選
定
方
法
、
日
程
、
付

き
添
い
の
師
匠
・
両
親
の
旅
費
、
宿
泊
費

な
ど
の
課
題
も
多
い
。

　

永
い
目
で
み
た
基
盤
づ
く
り
と
し
て
考

え
て
み
た
い
。

（
学
芸
部
門
理
事
）
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昭
和
五
十
七
年
の
春
、
江
差
追
分
会
館

が
開
館
し
、
「
追
分
文
庫
」
が
発
足
し
て

か
ら
、
も
う
随
分
の
月
日
が
経
つ
。
こ
の

間
、
人
々
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
多
く

の
図
書
、
写
真
、
音
源
な
ど
が
集
ま
り
、

記
念
誌
の
発
行
や
日
頃
の
普
及
宣
伝
活

動
、
あ
る
い
は
追
分
関
係
行
事
の
広
報
等

に
不
可
欠
の
情
報
源
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
民
謡
関
係
者

の
い
ろ
い
ろ
な
照
会
に
応
じ
る
ほ
か
、
学

者
の
資
料
収
集
や
、
学
生
の
論
文
作
成
に

協
力
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

た
。

　

そ
の
ほ
か
千
葉
県
旭
市
の
飯
島
幸
平
氏

か
ら
八
〇
〇
枚
に
お
よ
ぶ
追
分
レ
コ
ー
ド

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
を
受
け
た
り
、
島

根
県
温
泉
津
町
在
住
の
工
通
忠
孝
氏
の
遺

族
か
ら
天
保
年
間
に
記
さ
れ
た
「
松
前

歌
」
を
含
む
民
謡
書
留
を
借
用
し
て
複
本

を
造
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
思
い
出
深
い

出
来
事
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。
時
代
の
変
り
目
は

早
く
、
波
は
常
に
と
う
と
う
と
動
い
て
い

る
。
買
っ
た
魚
も
放
っ
て
お
け
ば
、
あ
っ

と
い
う
間
に
腐
る
か
干
物
に
な
っ
て
し
ま

う
道
理
で
、
集
め
て
保
存
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
日
頃
か
ら
本
当
の
意
味
で
活
用
す

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
常
に

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

収
集
す
る
対
象
も
単
に
古
い
も
の
、
珍

し
い
も
の
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
相
対
的

に
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
将

来
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も

の
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
本
腰
を
入
れ
て
集
め
る
べ
き
も
の
を
決

め
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

　

何
の
世
界
で
も
後
継
者
難
が
叫
ば
れ
、

伝
統
の
保
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
代

で
あ
る
。
追
分
界
も
例
外
で
は
な
く
、
若

い
人
達
の
興
味
を
ひ
き
、
追
分
節
を
「
人

生
の
道
中
歌
」
と
し
て
自
ら
の
中
に
取
り

込
み
、
終
生
、
愛
好
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
ひ
と
工
夫
も
ふ
た
工
夫
も
知
恵
を
絞

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
の
日
頃
の
持
論
を
言
わ
せ
て

も
ら
え
ば
、
今
は
何
よ
り
先
ず
凝
縮
さ
れ

た
北
国
の
庶
民
の
精
神
と
も
い
う
べ
き
追

分
節
の
歴
史
を
端
的
に
表
し
た
よ
う
各
種

の
絵
（
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
挿
絵
等

の
絵
巻
、
冊
、
色
紙
等
、
形
態
は
不
問
）

の
収
集
整
備
に
つ
と
め
る
こ
と
が
肝
要
の

よ
う
に
思
う
。

　

信
州
の
山
野
を
の
び
や
か
な
声
で
追
分

節
を
唄
い
流
し
て
歩
い
た
そ
の
昔
の
馬
子

追
分
資
料
の
収
集
と
活
用
の
眼
目
…
… 

館　

和
夫

達
、
そ
れ
を
三
味
線
に
乗
せ
、
諸
国
の

人
々
に
伝
え
た
飯
盛
り
女
や
ゴ
ゼ
た
ち
、

蝦
夷
地
通
い
の
船
子
や
出
稼
ぎ
の
夫
を

見
送
っ
た
北
国
の
女
達
、
神
威
岬
の
女

人
通
航
禁
制
に
か
ら
む
義
経
伝
説
、
明
治

以
降
初
期
の
名
人
の
宣
伝
活
動
に
よ
る
追

分
ブ
ー
ム
な
ど
、
多
く
の
感
動
的
な
場
面

を
各
種
・
各
形
態
の
絵
の
連
作
の
形
で
現

し
た
な
ら
ば
、
活
字
の
苦
手
な
「
映
像
世

代
」
の
若
者
や
、
地
味
な
歴
史
の
解
説
に

馴
染
ま
な
い
年
配
の
民
謡
愛
好
者
な
ど
に

も
、
こ
の
唄
の
魅
力
の
源
泉
や
現
代
人
の

「
癒
し
」
に
も
つ
な
が
る
息
の
長
い
生
命

力
が
、
そ
れ
こ
そ
「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
」
で
直
に
伝
わ
り
、
追
分
愛
好
者
の
底

辺
を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
行
く

よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

　

若
い
画
学
生
や
退
職
後
の
団
塊
の
世
代

で
絵
心
の
あ
る
人
な
ど
、
現
在
の
追
分
の

普
及
宣
伝
の
役
に
立
ち
、
か
つ
後
世
に
残

る
貴
重
な
作
品
と
も
な
る
こ
の
よ
う
な
企

て
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
も
の

か
、
私
は
今
日
も
そ
の
よ
う
な
奇
特
な
人

が
現
れ
る
こ
と
を
、
密
か
に
期
待
し
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
る
。

（
学
芸
部
門
理
事
）

　

佐
々
木
洋
子
支
部
長
は
旭
川
市
忠
和
中

学
校
で
、
民
謡
や
三
味
線
太
鼓
な
ど
和
楽

器
邦
楽
の
指
導
を
長
年
つ
づ
け
て
き
た

が
、
な
か
で
も
特
に
伝
統
文
化
と
し
て
評

価
の
高
い
江
差
追
分
の
指
導
に
力
を
注
い

で
き
た
。
「
江
差
追
分
は
北
国
の
生
活
か

ら
生
れ
た
人
生
の
唄
」
と
い
う
追
分
に
秘

め
ら
れ
た
奥
の
深
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
い
と
つ
と
め
て
き
た
。

　

平
成
十
八
年
十
一
月
よ
り
二
年
生
全
員

一
一
〇
名
に
三
十
時
間
指
導
に
集
中
し
て

い
る
。
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嘱

 

『
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
』
に
意
欲

旭
川
支
部
長 

佐
々
木
洋
子
さ
ん
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町
内
の
小
学
生
に
地
元
の
郷
土
芸
能
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
江
差
町
（
追
分

会
館
）
が
企
画
し
、「
江
差
追
分
・
み
ん
よ

う
教
室
」
が
平
成
十
九
年
一
月
八
日
か
ら

十
六
日
の
中
の
四
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
全
小
学
校
に
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
十
三
名

の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
追
分
会
館
職
員

の
寺
島
絵
里
佳
、
井
上
さ
つ
き
両
講
師
の

指
導
で
、
子
供
達
は
、
江
差
追
分
や
道
南

ナ
ッ
ト
節
、
ソ
ー
ラ
ン
節
、
伴
奏
の
太
鼓

練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
練
習
の
成
果
を
発
表
す

る
ミ
ニ
ミ
ニ
発
表
会
が
追
分
会
館
演
示
室

で
行
わ
れ
、
元
気
な
歌
声
が
館
内
い
っ
ぱ

い
に
響
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
江
差
餅

つ
き
囃
子
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
全
員

で
餅
つ
き
を
し
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
供
達
の
殆
ど
が
「
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
来
た
い
」、
そ
の
う
ち
何
人
か
は

「
こ
れ
を
機
会
に
江
差
追
分
を
習
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
子
も
お
り
、
今
回
初
め
て
企

画
し
た
事
業
は
大
成
功
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
教
育
委
員
会
と
協
力
し
、
町

内
小
中
学
校
へ
の
追
分
指
導
（
師
匠
派
遣
）

も
実
施
す
る
な
ど
、
追
分
会
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
江
差
追
分
の
フ
ァ
ン
層
拡

大
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

後
継
者
育
成
を

「
江
差
追
分
・
み
ん
よ
う
教
室
」
を
開
催

　

江
差
追
分
渡
島
協
議
会
は
、
平
成
十
八

年
十
二
月
十
日
、
函
館
市
昭
和
町
会
館
に

於
い
て
、
平
成
十
八
年
度
総
会
を
役
員
及

び
会
員
約
四
十
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
石
田
盛
一
副
会
長
の
開
会
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
に
山
内
藤
一
さ
ん

を
選
出
し
進
行
し
た
。
市
戸
会
長
は
挨
拶

の
中
で
、
林
清
作
さ
ん
よ
り
優
勝
旗
三
本

（
二
十
五
万
相
当
）
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に

江
差
追
分
渡
島
協
十
八
年
度
総
会
終
了
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
回
発
表
大
会
、
三
月
十
八
日
に
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　

林
清
作
さ
ん
、優
勝
旗
三
本
寄
贈
（
二
十
五
万
円
相
当
）

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
林
清
作
さ
ん
よ
り
優
勝
旗
三
本

（
寿
年
の
部
・
熟
年
の
部
・
一
般
の
部
）
が
、

市
戸
会
長
に
手
渡
さ
れ
、
出
席
さ
れ
た
会

員
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
十
七
年
度
事
業

経
過
報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
が
承
認
さ
れ
た
。
続
く
議
案
で
は
十
八

年
度
事
業
計
画
案
、
第
三
回
発
表
大
会
を

平
成
十
九
年
三
月
十
八
日
（
日
）、
函
館
市

公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
決
定
。
収

支
予
算
案
で
は
、
松
倉
武
次
監
事
、
佐
藤

隆
広
副
会
長
か
ら
の
寄
付
を
、
特
別
会
計

と
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
会
長
・
市
戸
脩
（
再
）、

副
会
長
・
石
田
盛
一（
再
）、佐
藤
隆
広（
再
）、

事
務
局
長
（
会
計
兼
務
）・
内
村
徳
蔵
（
再
）、

監
事
・
野
村
勝
繁
（
再
）、
松
倉
武
次
（
新
）

の
と
お
り
改
選
さ
れ
、
満
場
一
致
で
信
任

さ
れ
た
。

　

最
後
に
佐
藤
隆
広
副
会
長
の
閉
会
の
こ

と
ば
で
、
十
八
年
度
総
会
が
終
了
し
た
。



　

平
成
十
八
年
十
二
月
七
日
、
江
差
技
能

者
協
会
（
佐
藤
明
会
長
）
が
、
奉
仕
活
動

と
し
て
ヒ
バ
の
木
枠
の
中
に
銅
板
で
作
ら

れ
た
町
章
を
追
分
会
館
正
面
玄
関
に
取
り

付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
町
章
は
、
江
差
追
分
会
学
芸
部
門

理
事
で
あ
る
館
和
夫
さ
ん
の
発
案
で
、
館

さ
ん
の
同
級
生
で
町
内
で
板
金
業
を
営
む

加
川
秀
男
さ
ん
に
「
追
分
会
館
の
町
章
を

か
た
ど
っ
た
空
洞
に
、
銅
の
町
章
が
あ
っ

た
ら
い
い
ね
」
と
相
談
し
、
技
能
者
協
会

と
三
者
で
作
成
し
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

追
分
会
館
に

銅
製
の
町
章
を
設
置

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

平
成
十
八
年
七
月
十
五
日
か
ら
三
日
間
、

珠
洲
市
多
目
的
ホ
ー
ル
「
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
」

完
成
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た

コ
ン
サ
ー
ト
に
、
木
村
香
澄
さ
ん
が
特
別

出
演
し
、
江
差
追
分
や
得
意
の
歌
で
会
場

一
杯
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

珠
洲
支
部
も
伴
奏
と
江
差
追
分
踊
り
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
公
演
終
了
後

は
、
会
員
ら
三
十
人
が
集
い
、
木
村
さ
ん
を

囲
ん
で
盛
大
に
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
の
ご
先
祖
が
珠
洲
出
身
と
い

う
こ
と
で
、
親
戚
の
方
と
も
初
め
て
対
面

さ
れ
、
な
お
一
層
盛
り
上
が
っ
た
交
流
会

で
し
た
。　
　
　
　
　
（
江
差
追
分
会
珠
洲
支
部
）

「
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
」
で

木
村
香
澄
さ
ん
が
熱
唱

追 分 ト ピ ッ ク ス
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１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

西
谷
和
夫
・
中
川　

智

　
　
　
　
　
　
　

澤
田
博
生

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

事
務
局
よ
り

「
第
七
回
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」

番
組
放
送
予
定
に
つ
い
て

　

二
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
東
京
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
第
七

回
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
に
「
江
差
追
分
」

が
出
演
（
唄
・
寺
島
絵
里
佳
）
し
ま
し
た
。

そ
の
模
様
を
収
録
し
た
番
組
が
次
の
放
送

日
（
予
定
）
と
な
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

○
三
月
十
日
（
土
）

　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
五
時　

Ｂ
Ｓ
２

○
平
成
十
九
年
度
江
差
追
分
会

　

第
一
回
理
事
会
・
総
会

　
　

平
成
十
九
年
四
月
二
十
二
日

○
平
成
十
九
年
度
第
二
回
理
事
会

　
　

平
成
十
九
年
七
月
十
四
日

○
第
四
十
五
回
江
差
追
分
全
国
大
会

　
　

平
成
十
九
年
九
月
二
十
一
日
〜
二
十
三
日

○
江
差
追
分
会
師
匠
会
研
修
会

　

第
一
回

　
　

平
成
十
九
年
十
月
十
三
日
・
十
四
日

　

第
二
回

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
七
日

○
江
差
追
分
会
師
匠
会
総
会

　
　

平
成
二
十
年
二
月
十
七
日

　

わ
が
国
の
伝
統
文
化
に
貢
献
さ
れ
、
今

後
も
活
躍
が
期
待
で
き
る
個
人
ま
た
は
団

体
に
対
し
、
更
な
る
活
躍
と
業
績
の
向
上

を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
に
贈
ら
れ
る
第

二
十
六
回
「
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
」
地
域

賞
（
㈶
ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
振
興
財
団
）
に

江
差
追
分
会
上
席
師
匠
の
青
坂
満
氏
が
選

出
さ
れ
、
十
月
十
二
日
東
京
に
お
い
て
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
賞
は
、
全
国
四
ブ
ロ
ッ
ク
よ

り
選
出
さ
れ
、
二
個
人
二
団
体
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
青
坂
氏
は
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
よ
り
江
差
追
分
の
伝
承
・
育
成
に
地
道

に
努
力
を
重
ね
、
優
れ
た
業
績
が
認
め
ら

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
記
念
の
催
し
で
は
、
関
東
地
区
運

営
協
議
会
の
皆
様
（
尺
八
／
佐
藤
兼
松
・

三
味
線
／
杉
本
武
志
・
ソ
イ
掛
け
／
伊
藤

良
三
）
の
伴
奏
の
協
力
を
得
て
、
朗
々
と

江
差
追
分
を
唄
い
あ
げ
会
場
よ
り
大
き
な

拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
青
坂
氏
は
、「
未
だ
に
真
の

追
分
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
追

分
の
心
に
な
り
た
い
と
、
今
後
も
一
生
励

ん
で
ま
い
る
所
存
で
お
り
ま
す
」
と
受
賞

の
言
葉
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

青
坂
上
席
師
匠
が

「
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
」
地
域
賞
を
受
賞

　

○
三
月
十
八
日
（
日
）

　
　

午
後
三
時
〜
五
時　

教
育
テ
レ
ビ

　

○
三
月
三
十
一
日
（
土
）

　
　

午
後
三
時
〜
五
時　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

江
差
追
分
会

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
（
予
定
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
十
八
年
十
月
十
七
日
、
青
坂
上
席

師
匠
よ
り
、「
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
」
副
賞

金
の
一
部
五
万
円
を
「
江
差
追
分
会
振
興

の
た
め
」
に
と
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

追
分
会
と
し
て
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


